
交通アクセス

混迷を深める社会状況の中で、仏教的な文化と教養を広く伝えることが豊かな社会のために必要である

と考え、仏教公開を主たる目的として活動している特定非営利活動団体です。

2006年に京都市から認証を得て設立して以来、仏教の視点から現代社会の諸問題を考える「尋源仏教

塾」、ブッダ、親鸞のことばを輪読会形式で読み進めていく「仏教聖典講座」などの活動を進めてきました。

また大谷大学同窓会支部と協働し全国で「仏教公開セミナー」の開催にも取り組んでいます。

NPO法人「尋源舎」 の概要

大谷大学構内図

教育研究支援課
　真宗総合学術センター「響流館 (こうるかん )」1F

〒603-8143 京都市北区小山上総町

【直通電話】  075-411-8161

【受付時間】 月曜日～金曜日　9：00～11：30  12：30～17：00
　　※土・日・祝日および大学が定める休業日を除きます。
　　※講座の詳細やパンフレットの請求についてはHPをご覧ください。 

お申し込み・お問い合わせ先

4

『歎異抄』は、親鸞から直接教えを聞くことができた門弟の著作です。そこには、
一人の門弟の心に残った、忘れることのできない親鸞の大切な言葉が収められて
います。今回も師訓篇を中心に親鸞の言葉を取り上げて、親鸞思想に対する理解
を深めるとともに、私たち人間の課題をともに考えていきたいと思います。

NPO法人「尋源舎」 生涯学習寄附講座 全3回

テーマ

● 第１回  念仏とは
● 第２回  煩悩と大悲
● 第３回  はからいを超えて

第１回  10月  8日（水）
第2回  10月22日（水）
第3回  11月  5日（水）

《 対面講座 》

各回
17：00～18：30

《 会 場 》
真宗総合学術センター  「響流館」 3F メディアホール

第１回  10月13日（月）
第2回  10月27日（月）
第3回  11月10日（月）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年10月13日（月）～12月10日（水）

受 講 料 4,500円（税込） 申 込 締 切 9月24日（水）

F 『歎異抄』に学ぶ（4）

申込フォーム

講師：山田 恵文　大谷大学非常勤講師（真宗学）
や まだ 　  け い ぶ ん

開放セミナー
● シリーズ 親鸞の和讃に学ぶ  『正像末和讃』 ―皇太子聖徳奉讃―

● いつまでも おもろおまっせ、西鶴は！ ―先端の金銭感覚―

NPO法人「尋源舎」 生涯学習寄附講座
●『歎異抄』に学ぶ（4）

紫明講座
● 仏教とヒンドゥー教

● 人生の“午後”の心理学

● 織田信長と仏教

大谷大学 生涯学習講座

後援 ： 京都府／京都市

2025年度
後期

生
き
る
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。



シリーズ概要

和讃とは、和語による仏教讃歌です。親鸞はたくさんの和讃を
製作し、仏・菩薩や高僧方の徳を讃えるとともに、その教えを受
け止めた自らの心情を豊かに歌い上げています。本講座では、

蓮如がおつとめの形式に定めて以来、真宗門徒にとって『正信偈』とともに親しみの
ある『浄土和讃』『高僧和讃』『正像末和讃』の「三帖和讃」を読んでいきます。本学
教員のリレー講義による解説のもと、複数年かけて、みなさんとともに和讃のこころ
に尋ねていきたいと思います。

親鸞の
和讃に学ぶ

シリーズ

生 き る こ と は 、学 ぶ こ と 。

シリーズの全体像について

『正像末和讃』は全118首が収められています。2025年度及び2026年度の講義予定
は右記の通りであり、『正像末和讃』全体の終了は2026年度後期の見込みです。

右記の見込みは現段階での予定であり、進捗状況により講義内容を変更する場合があります。

2025年度 前期 仏智疑惑 1～23
 後期 聖徳奉讃 1～11

2026年度 前期 悲歎述懐 1～16
 後期 善光寺以降

「三帖和讃」（大谷大学博物館所蔵）

開放セミナー

開放セミナーは、
本学の研究領域を
深化させながら
学んでいきます。

紫明講座

紫明講座は、
3回程度の講座で本学の

研究領域を分かりやすく学ぶ、
入門編と位置づけています。

NPO法人「尋源舎」 

生涯学習寄附講座

生涯学習寄附講座は、
NPO法人「尋源舎」と協働して

学習の機会を設け
仏教公開を目指します。

文明5（1473）年、蓮如上人によって開板された『三帖和讃并正信偈』（4帖）のうち
の『正像末和讃』には、「皇太子聖徳奉讃」11首の和讃が掲載されています。そこ
から親鸞聖人は、聖徳太子を「和国の教主」と敬っていたことが確かめられます。
このような親鸞聖人の姿勢に導かれて、聖徳太子が信仰されてきた真宗の歴史をた
どっていきます。

講師：松金 直美 大谷大学講師（真宗史）
まつ か ね  な お み

テーマ

● 第１回  聖徳太子概説
● 第2回  親鸞の太子観
● 第3回  太子和讃
● 第4回  真宗の太子信仰

第１回  10月31日（金）
第2回  11月  7日（金）
第3回  11月14日（金）
第4回  11月21日（金）

《 対面講座 》

各回
16：30～18：00

《 会 場 》
真宗総合学術センター 「響流館」 3F メディアホール

第１回  11月  5日（水）
第2回  11月12日（水）
第3回  11月19日（水）
第4回  11月26日（水）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年11月5日（水）～12月26日（金）

受 講 料 6,000円（税込） 申 込 締 切 10月17日（金）

開放セミナー 全4回

A シリーズ 親鸞の和讃に学ぶ

『正像末和讃』 ― 皇太子聖徳奉讃 ―

申込フォーム

現代は、大きな文化の変わり目にあります。一番の基本は、アナログからデジタルへ、
という移り変わりです。そのデジタル化のはじまりが、元禄時代前期十年にあります。
大きな役割を果たしたのは、井原西鶴と近松門左衛門です。今回は、井原西鶴の感
覚を探ってみたいと思います。

講師：沙加戸 弘 大谷大学名誉教授（国文学）
さ  か  ど  ひ ろ む

テーマ

● 第１回  西鶴町人物の時代
● 第２回  元禄文化
● 第３回  世間胸算用 「かね」と「時間」
● 第４回  世間胸算用  巻一-二

 「長刀はむかしの鞘」
● 第５回  世間胸算用  巻一-四

 「鼠の文づかひ」
● 第６回  世間胸算用  巻二-四

 「門柱も皆かりの世」

第１回  10月16日（木）
第2回  10月23日（木）
第3回  10月30日（木）
第4回  12月  4日（木）
第5回  12月11日（木）
第6回  12月18日（木）

《 対面講座 》

各回
14：00～15：30

《 会 場 》
真宗総合学術センター 「響流館」 3F
メディアホール

第１回  10月21日（火）
第2回  10月28日（火）
第3回  11月  4日（火）
第4回  12月  9日（火）
第5回  12月16日（火）
第6回  12月23日（火）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年10月21日（火）～

 2026年1月22日（木）

開放セミナー 全6回

受 講 料 9,000円（税込） 申 込 締 切 10月2日（木）

B いつまでも おもろおまっせ、西鶴は！
― 先端の金銭感覚 ―

申込フォーム

仏教もヒンドゥー教もともにインドで生まれた宗教です。共通点もあれば相違点も
あります。哲学、思想、宗教、生活が混沌と一体化しているインド世界を仏教と
ヒンドゥー教の救済論の視点から考えてみたいと思います。そこにはインド独自の
出家の習慣や修行の方法などさまざまな興味深い事例があります。

講師：山本 和彦 大谷大学教授（仏教学）
や まもと  か ず ひ こ

テーマ

● 第１回  ヴェーダと空海
● 第２回  ブッダという覚者
● 第３回  インドという宗教世界

第１回  10月  3日（金）
第2回  10月17日（金）
第3回  10月31日（金）

《 対面講座 》

各回
13：00～14：30

《 会 場 》
真宗総合学術センター  「響流館」 3F メディアホール

第１回  10月  8日（水）
第2回  10月22日（水）
第3回  11月  5日（水）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年10月8日（水）～12月5日（金）

紫明講座 全3回

受 講 料 4,500円（税込） 申 込 締 切 9月19日（金）

C 仏教とヒンドゥー教

申込フォーム

人生の “午後” について、ユング心理学を日本に紹介した河合隼雄の見方をもとに、
皆さまと一緒に考えていきたいと思います。
人生の “午後” とはいつのことをさし、そこに注目するのはなぜでしょうか。ユング
心理学では人間のこころに「無意識」という領域を想定し、この「無意識」を含めた「こ
ころの全体性」を考えます。そしてこれまで生きてこなかった「半面」を生かす「自
己実現」について、あそびの重要性に着目してお話ししていきます。

講師：谷口 奈青理 大谷大学教授（臨床心理学）
た にぐち な  お  り

テーマ

● 第１回  人生の“午後”とは
● 第２回  こころの全体性
● 第３回  「自己実現」とあそび

第１回  10月  3日（金）
第2回  10月10日（金）
第3回  10月17日（金）

《 対面講座 》

各回
15：30～17：00

《 会 場 》
真宗総合学術センター  「響流館」 3F メディアホール

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

対面のみの講座になります。

紫明講座 全3回

受 講 料 4,500円（税込） 申 込 締 切 9月19日（金）

D 人生の“午後”の心理学

申込フォーム

テーマ

● 第１回  信長の寺社政策
● 第２回  他者が見た信長と仏教
● 第３回  本願寺・一向一揆と

 信長の天下

第１回  11月  5日（水）
第2回  11月12日（水）
第3回  11月19日（水）

《 対面講座 》

各回
14：30～16：00

《 会 場 》
真宗総合学術センター  「響流館」 3F メディアホール

第１回  11月10日（月）
第2回  11月17日（月）
第3回  11月24日（月）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年11月10日（月）～12月24日（水）

紫明講座 全3回 講師：川端 泰幸 大谷大学准教授（日本中世史）
か わ ば た や す ゆき

受 講 料 4,500円（税込） 申 込 締 切 10月22日（水）

E 織田信長と仏教

申込フォーム

戦国乱世・群雄割拠の時代に天下統一をめざした織田信長。信長といえば、桶狭
間の戦をはじめとする数々の合戦や、楽市楽座などの新たな政策を打ち出したこと
が注目されますが、本講座では信長と宗教、とりわけ仏教との関係に着目します。
安土宗論・比叡山焼討・石山合戦など、信長は仏教と対立しました。果たして信
長にとって仏教とは何だったのでしょうか。当時の史料をもとに、問うてみたいと思
います。

1 2 3



シリーズ概要

和讃とは、和語による仏教讃歌です。親鸞はたくさんの和讃を
製作し、仏・菩薩や高僧方の徳を讃えるとともに、その教えを受
け止めた自らの心情を豊かに歌い上げています。本講座では、

蓮如がおつとめの形式に定めて以来、真宗門徒にとって『正信偈』とともに親しみの
ある『浄土和讃』『高僧和讃』『正像末和讃』の「三帖和讃」を読んでいきます。本学
教員のリレー講義による解説のもと、複数年かけて、みなさんとともに和讃のこころ
に尋ねていきたいと思います。

親鸞の
和讃に学ぶ

シリーズ

生 き る こ と は 、学 ぶ こ と 。

シリーズの全体像について

『正像末和讃』は全118首が収められています。2025年度及び2026年度の講義予定
は右記の通りであり、『正像末和讃』全体の終了は2026年度後期の見込みです。

右記の見込みは現段階での予定であり、進捗状況により講義内容を変更する場合があります。

2025年度 前期　仏智疑惑 1～23
 後期　聖徳奉讃 1～11

2026年度 前期　悲歎述懐 1～16
 後期　善光寺以降

「三帖和讃」（大谷大学博物館所蔵）

開放セミナー

開放セミナーは、
本学の研究領域を
深化させながら
学んでいきます。

紫明講座

紫明講座は、
3回程度の講座で本学の

研究領域を分かりやすく学ぶ、
入門編と位置づけています。

NPO法人「尋源舎」 

生涯学習寄附講座

生涯学習寄附講座は、
NPO法人「尋源舎」と協働して

学習の機会を設け
仏教公開を目指します。

文明5（1473）年、蓮如上人によって開板された『三帖和讃并正信偈』（4帖）のうち
の『正像末和讃』には、「皇太子聖徳奉讃」11首の和讃が掲載されています。そこ
から親鸞聖人は、聖徳太子を「和国の教主」と敬っていたことが確かめられます。
このような親鸞聖人の姿勢に導かれて、聖徳太子が信仰されてきた真宗の歴史をた
どっていきます。

講師：松金 直美　大谷大学講師（真宗史）
まつ か ね 　  な お み

テーマ

● 第１回  聖徳太子概説
● 第2回  親鸞の太子観
● 第3回  太子和讃
● 第4回  真宗の太子信仰

第１回  10月31日（金）
第2回  11月  7日（金）
第3回  11月14日（金）
第4回  11月21日（金）

《 対面講座 》

各回
16：30～18：00

《 会 場 》
真宗総合学術センター 「響流館」 3F メディアホール

第１回  11月  5日（水）
第2回  11月12日（水）
第3回  11月19日（水）
第4回  11月26日（水）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年11月5日（金）～12月26日（金）

受 講 料 6,000円（税込） 申 込 締 切 10月17日（金）

開放セミナー 全4回

A シリーズ 親鸞の和讃に学ぶ

『正像末和讃』 ― 皇太子聖徳奉讃 ―

申込フォーム

現代は、大きな文化の変わり目にあります。一番の基本は、アナログからデジタルへ、
という移り変わりです。そのデジタル化のはじまりが、元禄時代前期十年にあります。
大きな役割を果たしたのは、井原西鶴と近松門左衛門です。今回は、井原西鶴の感
覚を探ってみたいと思います。

講師：沙加戸 弘　大谷大学名誉教授（国文学）
さ  か  ど 　  ひ ろ む

テーマ

● 第１回  西鶴町人物の時代
● 第２回  元禄文化
● 第３回  世間胸算用 「かね」と「時間」
● 第４回  世間胸算用  巻一-二
　　　　 「長刀はむかしの鞘」
● 第５回  世間胸算用  巻一-四
　　　　 「鼠の文づかひ」
● 第６回  世間胸算用  巻二-四
　　　　 「門柱も皆かりの世」

第１回  10月16日（木）
第2回  10月23日（木）
第3回  10月30日（木）
第4回  12月  4日（木）
第5回  12月11日（木）
第6回  12月18日（木）

《 対面講座 》

各回
14：00～15：30

《 会 場 》
真宗総合学術センター 「響流館」 3F
メディアホール

第１回  10月21日（火）
第2回  10月28日（火）　
第3回  11月  4日（火）　
第4回  12月  9日（火）
第5回  12月16日（火）
第6回  12月23日（火）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年10月21日（火）～
　　　　　　　 2026年1月22日（木）

開放セミナー 全6回

受 講 料 9,000円（税込） 申 込 締 切 10月2日（木）

B いつまでも おもろおまっせ、西鶴は！
― 先端の金銭感覚 ―

申込フォーム

仏教もヒンドゥー教もともにインドで生まれた宗教です。共通点もあれば相違点も
あります。哲学、思想、宗教、生活が混沌と一体化しているインド世界を仏教と
ヒンドゥー教の救済論の視点から考えてみたいと思います。そこにはインド独自の
出家の習慣や修行の方法などさまざまな興味深い事例があります。

講師：山本 和彦　大谷大学教授（仏教学）
や まもと　  か ず ひ こ

テーマ

● 第１回  ヴェーダと空海
● 第２回  ブッダという覚者
● 第３回  インドという宗教世界

第１回  10月  3日（金）
第2回  10月17日（金）
第3回  10月31日（金）

《 対面講座 》

各回
13：00～14：30

《 会 場 》
真宗総合学術センター  「響流館」 3F メディアホール

第１回  10月  8日（水）
第2回  10月22日（水）
第3回  11月  5日（水）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年10月8日（水）～12月5日（金）

紫明講座 全3回

受 講 料 4,500円（税込） 申 込 締 切 9月19日（金）

C 仏教とヒンドゥー教

申込フォーム

人生の “午後” について、ユング心理学を日本に紹介した河合隼雄の見方をもとに、
皆さまと一緒に考えていきたいと思います。
人生の “午後” とはいつのことをさし、そこに注目するのはなぜでしょうか。ユング
心理学では人間のこころに「無意識」という領域を想定し、この「無意識」を含めた「こ
ころの全体性」を考えます。そしてこれまで生きてこなかった「半面」を生かす「自
己実現」について、あそびの重要性に着目してお話ししていきます。

講師：谷口 奈青理　大谷大学教授（臨床心理学）
た にぐち 　 　 な  お  り

テーマ

● 第１回  人生の“午後”とは
● 第２回  こころの全体性
● 第３回  「自己実現」とあそび

第１回  10月  3日（金）
第2回  10月10日（金）　　
第3回  10月17日（金）

《 対面講座 》

各回
15：30～17：00

《 会 場 》
真宗総合学術センター  「響流館」 3F メディアホール

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

対面のみの講座になります。

紫明講座 全3回

受 講 料 4,500円（税込） 申 込 締 切 9月19日（金）

D 人生の“午後”の心理学

申込フォーム

テーマ

● 第１回  信長の寺社政策
● 第２回  他者が見た信長と仏教
● 第３回  本願寺・一向一揆と
　　　　 信長の天下

第１回  11月  5日（水）
第2回  11月12日（水）　　
第3回  11月19日（水）

《 対面講座 》

各回
14：30～16：00

《 会 場 》
真宗総合学術センター  「響流館」 3F メディアホール

第１回  11月10日（月）
第2回  11月17日（月）
第3回  11月24日（月）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年11月10日（月）～12月24日（水）

紫明講座 全3回 講師：川端 泰幸　大谷大学准教授（日本中世史）
か わ ば た 　 や す ゆき

受 講 料 4,500円（税込） 申 込 締 切 10月22日（水）

E 織田信長と仏教

申込フォーム

戦国乱世・群雄割拠の時代に天下統一をめざした織田信長。信長といえば、桶狭
間の戦をはじめとする数々の合戦や、楽市楽座などの新たな政策を打ち出したこと
が注目されますが、本講座では信長と宗教、とりわけ仏教との関係に着目します。
安土宗論・比叡山焼討・石山合戦など、信長は仏教と対立しました。果たして信
長にとって仏教とは何だったのでしょうか。当時の史料をもとに、問うてみたいと思
います。
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シリーズ概要

和讃とは、和語による仏教讃歌です。親鸞はたくさんの和讃を
製作し、仏・菩薩や高僧方の徳を讃えるとともに、その教えを受
け止めた自らの心情を豊かに歌い上げています。本講座では、

蓮如がおつとめの形式に定めて以来、真宗門徒にとって『正信偈』とともに親しみの
ある『浄土和讃』『高僧和讃』『正像末和讃』の「三帖和讃」を読んでいきます。本学
教員のリレー講義による解説のもと、複数年かけて、みなさんとともに和讃のこころ
に尋ねていきたいと思います。

親鸞の
和讃に学ぶ

シリーズ

生 き る こ と は 、学 ぶ こ と 。

シリーズの全体像について

『正像末和讃』は全118首が収められています。2025年度及び2026年度の講義予定
は右記の通りであり、『正像末和讃』全体の終了は2026年度後期の見込みです。

右記の見込みは現段階での予定であり、進捗状況により講義内容を変更する場合があります。

2025年度 前期　仏智疑惑 1～23
 後期　聖徳奉讃 1～11

2026年度 前期　悲歎述懐 1～16
 後期　善光寺以降

「三帖和讃」（大谷大学博物館所蔵）

開放セミナー

開放セミナーは、
本学の研究領域を
深化させながら
学んでいきます。

紫明講座

紫明講座は、
3回程度の講座で本学の

研究領域を分かりやすく学ぶ、
入門編と位置づけています。

NPO法人「尋源舎」 

生涯学習寄附講座

生涯学習寄附講座は、
NPO法人「尋源舎」と協働して

学習の機会を設け
仏教公開を目指します。

文明5（1473）年、蓮如上人によって開板された『三帖和讃并正信偈』（4帖）のうち
の『正像末和讃』には、「皇太子聖徳奉讃」11首の和讃が掲載されています。そこ
から親鸞聖人は、聖徳太子を「和国の教主」と敬っていたことが確かめられます。
このような親鸞聖人の姿勢に導かれて、聖徳太子が信仰されてきた真宗の歴史をた
どっていきます。

講師：松金 直美　大谷大学講師（真宗史）
まつ か ね 　  な お み

テーマ

● 第１回  聖徳太子概説
● 第2回  親鸞の太子観
● 第3回  太子和讃
● 第4回  真宗の太子信仰

第１回  10月31日（金）
第2回  11月  7日（金）
第3回  11月14日（金）
第4回  11月21日（金）

《 対面講座 》

各回
16：30～18：00

《 会 場 》
真宗総合学術センター 「響流館」 3F メディアホール

第１回  11月  5日（水）
第2回  11月12日（水）
第3回  11月19日（水）
第4回  11月26日（水）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年11月5日（金）～12月26日（金）

受 講 料 6,000円（税込） 申 込 締 切 10月17日（金）

開放セミナー 全4回

A シリーズ 親鸞の和讃に学ぶ

『正像末和讃』 ― 皇太子聖徳奉讃 ―

申込フォーム

現代は、大きな文化の変わり目にあります。一番の基本は、アナログからデジタルへ、
という移り変わりです。そのデジタル化のはじまりが、元禄時代前期十年にあります。
大きな役割を果たしたのは、井原西鶴と近松門左衛門です。今回は、井原西鶴の感
覚を探ってみたいと思います。

講師：沙加戸 弘　大谷大学名誉教授（国文学）
さ  か  ど 　  ひ ろ む

テーマ

● 第１回  西鶴町人物の時代
● 第２回  元禄文化
● 第３回  世間胸算用 「かね」と「時間」
● 第４回  世間胸算用  巻一-二
　　　　 「長刀はむかしの鞘」
● 第５回  世間胸算用  巻一-四
　　　　 「鼠の文づかひ」
● 第６回  世間胸算用  巻二-四
　　　　 「門柱も皆かりの世」

第１回  10月16日（木）
第2回  10月23日（木）
第3回  10月30日（木）
第4回  12月  4日（木）
第5回  12月11日（木）
第6回  12月18日（木）

《 対面講座 》

各回
14：00～15：30

《 会 場 》
真宗総合学術センター 「響流館」 3F
メディアホール

第１回  10月21日（火）
第2回  10月28日（火）　
第3回  11月  4日（火）　
第4回  12月  9日（火）
第5回  12月16日（火）
第6回  12月23日（火）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年10月21日（火）～
　　　　　　　 2026年1月22日（木）

開放セミナー 全6回

受 講 料 9,000円（税込） 申 込 締 切 10月2日（木）

B いつまでも おもろおまっせ、西鶴は！
― 先端の金銭感覚 ―

申込フォーム

仏教もヒンドゥー教もともにインドで生まれた宗教です。共通点もあれば相違点も
あります。哲学、思想、宗教、生活が混沌と一体化しているインド世界を仏教と
ヒンドゥー教の救済論の視点から考えてみたいと思います。そこにはインド独自の
出家の習慣や修行の方法などさまざまな興味深い事例があります。

講師：山本 和彦　大谷大学教授（仏教学）
や まもと　  か ず ひ こ

テーマ

● 第１回  ヴェーダと空海
● 第２回  ブッダという覚者
● 第３回  インドという宗教世界

第１回  10月  3日（金）
第2回  10月17日（金）
第3回  10月31日（金）

《 対面講座 》

各回
13：00～14：30

《 会 場 》
真宗総合学術センター  「響流館」 3F メディアホール

第１回  10月  8日（水）
第2回  10月22日（水）
第3回  11月  5日（水）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年10月8日（水）～12月5日（金）

紫明講座 全3回

受 講 料 4,500円（税込） 申 込 締 切 9月19日（金）

C 仏教とヒンドゥー教

申込フォーム

人生の “午後” について、ユング心理学を日本に紹介した河合隼雄の見方をもとに、
皆さまと一緒に考えていきたいと思います。
人生の “午後” とはいつのことをさし、そこに注目するのはなぜでしょうか。ユング
心理学では人間のこころに「無意識」という領域を想定し、この「無意識」を含めた「こ
ころの全体性」を考えます。そしてこれまで生きてこなかった「半面」を生かす「自
己実現」について、あそびの重要性に着目してお話ししていきます。

講師：谷口 奈青理　大谷大学教授（臨床心理学）
た にぐち 　 　 な  お  り

テーマ

● 第１回  人生の“午後”とは
● 第２回  こころの全体性
● 第３回  「自己実現」とあそび

第１回  10月  3日（金）
第2回  10月10日（金）　　
第3回  10月17日（金）

《 対面講座 》

各回
15：30～17：00

《 会 場 》
真宗総合学術センター  「響流館」 3F メディアホール

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

対面のみの講座になります。

紫明講座 全3回

受 講 料 4,500円（税込） 申 込 締 切 9月19日（金）

D 人生の“午後”の心理学

申込フォーム

テーマ

● 第１回  信長の寺社政策
● 第２回  他者が見た信長と仏教
● 第３回  本願寺・一向一揆と
　　　　 信長の天下

第１回  11月  5日（水）
第2回  11月12日（水）　　
第3回  11月19日（水）

《 対面講座 》

各回
14：30～16：00

《 会 場 》
真宗総合学術センター  「響流館」 3F メディアホール

第１回  11月10日（月）
第2回  11月17日（月）
第3回  11月24日（月）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年11月10日（月）～12月24日（水）

紫明講座 全3回 講師：川端 泰幸　大谷大学准教授（日本中世史）
か わ ば た 　 や す ゆき

受 講 料 4,500円（税込） 申 込 締 切 10月22日（水）

E 織田信長と仏教

申込フォーム

戦国乱世・群雄割拠の時代に天下統一をめざした織田信長。信長といえば、桶狭
間の戦をはじめとする数々の合戦や、楽市楽座などの新たな政策を打ち出したこと
が注目されますが、本講座では信長と宗教、とりわけ仏教との関係に着目します。
安土宗論・比叡山焼討・石山合戦など、信長は仏教と対立しました。果たして信
長にとって仏教とは何だったのでしょうか。当時の史料をもとに、問うてみたいと思
います。

1 2 3



交通アクセス

混迷を深める社会状況の中で、仏教的な文化と教養を広く伝えることが豊かな社会のために必要である

と考え、仏教公開を主たる目的として活動している特定非営利活動団体です。

2006年に京都市から認証を得て設立して以来、仏教の視点から現代社会の諸問題を考える「尋源仏教

塾」、ブッダ、親鸞のことばを輪読会形式で読み進めていく「仏教聖典講座」などの活動を進めてきました。

また大谷大学同窓会支部と協働し全国で「仏教公開セミナー」の開催にも取り組んでいます。

NPO法人「尋源舎」 の概要

大谷大学構内図

教育研究支援課
　真宗総合学術センター「響流館 (こうるかん )」1F

〒603-8143 京都市北区小山上総町

【直通電話】  075-411-8161

【受付時間】 月曜日～金曜日　9：00～11：30  12：30～17：00
　　※土・日・祝日および大学が定める休業日を除きます。
　　※講座の詳細やパンフレットの請求についてはHPをご覧ください。 

お申し込み・お問い合わせ先

4

『歎異抄』は、親鸞から直接教えを聞くことができた門弟の著作です。そこには、
一人の門弟の心に残った、忘れることのできない親鸞の大切な言葉が収められて
います。今回も師訓篇を中心に親鸞の言葉を取り上げて、親鸞思想に対する理解
を深めるとともに、私たち人間の課題をともに考えていきたいと思います。

NPO法人「尋源舎」 生涯学習寄附講座 全3回

テーマ

● 第１回  念仏とは
● 第２回  煩悩と大悲
● 第３回  はからいを超えて

第１回  10月  8日（水）
第2回  10月22日（水）
第3回  11月  5日（水）

《 対面講座 》

各回
17：00～18：30

《 会 場 》
真宗総合学術センター  「響流館」 3F メディアホール

第１回  10月13日（月）
第2回  10月27日（月）
第3回  11月10日（月）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年10月13日（月）～12月10日（水）

受 講 料 4,500円（税込） 申 込 締 切 9月24日（水）

F 『歎異抄』に学ぶ（4）

申込フォーム

講師：山田 恵文　大谷大学非常勤講師（真宗学）
や まだ 　  け い ぶ ん

開放セミナー
● シリーズ 親鸞の和讃に学ぶ  『正像末和讃』 ―皇太子聖徳奉讃―

● いつまでも おもろおまっせ、西鶴は！ ―先端の金銭感覚―

NPO法人「尋源舎」 生涯学習寄附講座
●『歎異抄』に学ぶ（4）

紫明講座
● 仏教とヒンドゥー教

● 人生の“午後”の心理学

● 織田信長と仏教

大谷大学 生涯学習講座

後援 ： 京都府／京都市

2025年度
後期

生
き
る
こ
と
は
、
学
ぶ
こ
と
。



5 後

4095

2027

対面講座の受講について

■ 対面講座の会場定員は各回100名です。受付は各回開
始時刻の30分前より先着順にて行います。
（オンデマンド講座の定員は設けていません）

■ 講座では記録のため、撮影を行い、パンフレットやホー
ムページ等の広報として使用することがあります。あ
らかじめご了承ください。

■ 駐車場はありません。お車でのご来学はご遠慮ください。

図書館利用証の無料交付について

■ 2025年度生涯学習講座受講生で本学図書館の利用を
希望する方は、図書館利用証の無料交付を申請するこ
とができます。図書館利用証の交付後、図書閲覧や貸
出などが可能です。交付にかかる申請の詳細につきま
しては、受講が決定し受講料を納入された方へ追って
案内いたします。

博物館の入館について

■ 2025年度生涯学習講座の受講決定通知書あるいは本
学図書館利用証のご提示により、本学博物館の有料展
覧会に、無料で入館できます。

オンデマンド講座（録画配信）の受講方法について

■ 受講申込をいただいた方に、「受講決定通知書」（受講方法のご案内）と「受講料振込用紙」をお送りいたします。振込
期限内に受講料を納入いただき、大学の受講専用アドレスにメールを送信してください。お送りいただいたメールアド
レスに「視聴用URL」「受講のためのログインアカウント」「受講マニュアル」を配信いたします。

■ オンデマンド講座受講のご案内は、各講座第1回配信日の3日前を目安にお送りいたします。

1） ①PCやスマートフォン等の端末機器、②インターネット回線（LANケーブルまたはWi-Fi等の通信環境）、③イヤフォ
ン（推奨）の準備が必要となります。
※PCやスマートフォン等の端末機器の受講環境設定は、受講者各自でご準備ください。講座に関わる通信料は、受講者のご負担になります。
※視聴される端末機器の視聴要件は、下記のURL をご確認ください。

【視聴要件URL】https://web.otani.ac.jp/lifelong_learning/youken
　　　　　　　　　　  【視聴要件 URL】ページ内の「サンプル動画」をご覧いただくことができた方は、視聴要件を満たしています。

2）オンデマンド講座の視聴用URL にアクセスをしてログインすることで、受講することができます。
※講座はアップロード後に何度でも視聴することができますが、視聴期間を過ぎると視聴することができませんのでご留意ください。

3）講座配付資料については、視聴画面にアップいたします。
※印刷またはPCやスマートフォン等の端末機器でご覧ください。
※講座配付資料は、郵送でお送りすることはできません。あらかじめご了承ください。

＜その他注意点＞
1）視聴用 URL へのアクセスは、受講される方お一人につき、一端末とさせていただきます。
2）視聴用URL、ログインアカウントを第三者と共有することは固くお断りいたします。
3）講座映像の撮影、録画、録音は固くお断りいたします。
4）講座配付資料を受講目的以外で利用することは固くお断りいたします。

受講方法



シリーズ 親鸞の和讃に学ぶ
『正像末和讃』 ̶ 皇太子聖徳奉讃 ̶

いつまでも おもろおまっせ、西鶴は！
̶ 先端の金銭感覚 ̶

仏教とヒンドゥー教

人生の“午後”の心理学

織田信長と仏教

『歎異抄』に学ぶ（4）

2025 後

大谷大学教育研究支援課

受講料について

■ 受講料は前納一括払いでお願いします。受講料の
納入の際はお送りする振込用紙をご利用くださ
い。振込用紙の記入金額をご確認いただき、間違
い等がありましたら納入される前にご連絡くださ
い。振込手数料はご負担ください。

※教育研究支援課窓口において、受講料の現金での
　お取扱いはいたしません。

＊期日までに受講料の納入がない場合は、キャンセルとみなします。
＊納入された受講料は、講座中止等のほかはお返しできません。
＊本学学生（学部生・大学院生）は受講料を半額に割引します。

ご提供いただく個人情報は、手続書類や今後の講座等の案内
送付、受講時の緊急連絡のために使用し、発送業務委託先以
外の第三者に開示・提供することはありません。また年齢、
職業は、個人が特定されない形式で今後の講座企画の参考
データとして利用いたします。

申込方法

■ 受講ご希望の方は、はがき、または講座申込フォームに必要項目を明記してお申込みください。

■ 申込フォームから複数の講座をお申込みいただけます。ご希望の講座を選択してください。

■ 各講座の申込締切は、はがきは当日消印有効、申込フォームは当日 24：00 まで有効です。

■ 受講申込を受領後、8月以降に順次「受講決定通知書」及び「受講料振込用紙」を郵送します。8月以降のお申込みの場合は、
受領後、3日後（事務休止日を除く）を目安に郵送します。「受講決定通知書」記載のご案内に沿って、受講手続きを行っ
てください。

■ オンデマンド講座（録画配信）の受講をご希望の方は、別途手続き（Eメールの送信）が必要です。本紙裏面にある
「オンデマンド講座（録画配信）の受講方法について」をご確認ください。

＊お電話による申込受付は行っておりません。　＊講座案内を希望されない場合は、申込書の「希望しない」をマル囲みし、ご返送ください。
＊住所変更等が生じた際には、お手数ですが教育研究支援課までお知らせください。

受講に関するお知らせ

対面講座とオンデマンド講座の両方を開講する講座につきましては、追加料金をいただくことなく、

1講座あたりの受講料で対面講座とオンデマンド講座の両方をご受講いただけます。※

ご都合のよい日には対面講座をご受講いただき、来学する時間がない日や、対面講座を復習したい時には

オンデマンド講座をご視聴いただくなど、受講方法を柔軟に選んでいただくことが可能となります。

※講座により、受講条件が異なる場合があります。



交通アクセス

混迷を深める社会状況の中で、仏教的な文化と教養を広く伝えることが豊かな社会のために必要である

と考え、仏教公開を主たる目的として活動している特定非営利活動団体です。

2006年に京都市から認証を得て設立して以来、仏教の視点から現代社会の諸問題を考える「尋源仏教

塾」、ブッダ、親鸞のことばを輪読会形式で読み進めていく「仏教聖典講座」などの活動を進めてきました。

また大谷大学同窓会支部と協働し全国で「仏教公開セミナー」の開催にも取り組んでいます。

NPO法人「尋源舎」 の概要

大谷大学構内図

教育研究支援課
　真宗総合学術センター「響流館 (こうるかん )」1F

〒603-8143 京都市北区小山上総町

【直通電話】  075-411-8161

【受付時間】 月曜日～金曜日　9：00～11：30  12：30～17：00
　　※土・日・祝日および大学が定める休業日を除きます。
　　※講座の詳細やパンフレットの請求についてはHPをご覧ください。 

お申し込み・お問い合わせ先

4

『歎異抄』は、親鸞から直接教えを聞くことができた門弟の著作です。そこには、
一人の門弟の心に残った、忘れることのできない親鸞の大切な言葉が収められて
います。今回も師訓篇を中心に親鸞の言葉を取り上げて、親鸞思想に対する理解
を深めるとともに、私たち人間の課題をともに考えていきたいと思います。

NPO法人「尋源舎」 生涯学習寄附講座 全3回

テーマ

● 第１回  念仏とは
● 第２回  煩悩と大悲
● 第３回  はからいを超えて

第１回  10月  8日（水）
第2回  10月22日（水）
第3回  11月  5日（水）

《 対面講座 》

各回
17：00～18：30

《 会 場 》
真宗総合学術センター  「響流館」 3F メディアホール

第１回  10月13日（月）
第2回  10月27日（月）
第3回  11月10日（月）

《 オンデマンド講座（録画配信） 》

各回
90分程度

《 視聴期間 》
2025年10月13日（月）～12月10日（水）

受 講 料 4,500円（税込） 申 込 締 切 9月24日（水）

F 『歎異抄』に学ぶ（4）

申込フォーム

講師：山田 恵文　大谷大学非常勤講師（真宗学）
や まだ 　  け い ぶ ん

開放セミナー
● シリーズ 親鸞の和讃に学ぶ  『正像末和讃』 ―皇太子聖徳奉讃―

● いつまでも おもろおまっせ、西鶴は！ ―先端の金銭感覚―

NPO法人「尋源舎」 生涯学習寄附講座
●『歎異抄』に学ぶ（4）

紫明講座
● 仏教とヒンドゥー教

● 人生の“午後”の心理学

● 織田信長と仏教

大谷大学 生涯学習講座

後援 ： 京都府／京都市

2025年度
後期

生
き
る
こ
と
は
、
学
ぶ
こ
と
。


